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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所の優れている点】
◇運営推進会議を活用した地域への福祉情報の提供
・地元自治会などの協力で、2か月ごとの運営推進会議開催を実現できた。席上、
会議内容についての提案があり、会議の最後に福祉サービスの専門家としての知識
を活かし、職員が老人福祉をテーマに情報提供をしている。
◇地域の一員としての生活
・利用者は、季節毎の地域行事に参加し、また、小学生や幼稚園児が来所して歌や
影絵、劇などを披露してくれたり、招待を受けて利用者が学校に出かける、近隣の
方々が事業所のバーベキュー会へ野菜持参で参加してくれるなど、地域にとけこん
だ生活を送っている。

【事業所が工夫している点】
◇利用者参加による行事企画立案
・初詣、節分、雛祭り、クリスマスなど年間を通じてた季節感のあふれる行事を企
画し、準備段階から利用者にも参加してもらい、一人ひとりの力を存分に発揮して
もらいながら行事を行っている。
◇利用者のが楽しみにしている外食を兼ねたドライブ
・毎年出かける遠出ドライブでは、目的地が車いすトイレ対応が可能か、外食店舗
の評判、利用者の好みの献立があるかなどの情報を徹底的に集め、利用者本位に検
討して食事を楽しんで貰っている。

当ホームは閑静な住宅街にあり、のどかな田畑も見られます。年間行事が充実し、特
に夏のバーベキューでは園庭を開放し、炭をおこして料理を振舞い、冬は町内会館を
借りてクリスマスパーティーを行います。ご家族も招待し、盛大な2大イベントにな
ります。そのほかにも季節の遠足を組み込んでいます。年々入居者の方々の状態が変
化する中、皆さんに楽しんでいただくため企画をしています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

グループホーム　金沢けやき園

さくら

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議の後は、市町村に書類
を提出し、事業所の運営状況や取り
組みを市町村に伝えている。又、年
に数回認知症実践者研修の受講生を
受け入れている。

・金沢区高齢障害支援課に運営推進
会議の議事録を送付し、実状を報告
している。
・金沢区はいかい高齢者ＳＯＳネッ
トワーク事業の会議に参加して情報
交換する等、区担当職員とは、協力
関係を築いている。

釜利谷地域ケアプラザ主催のケアマ
ネジャー研修で新任ケアマネジャー
見学会の依頼にお応えした。

今年度も規定の6回の運営推進会議を
開催できている。行事企画で意見を
頂戴し、実践に至っている。

・運営推進会議では2カ月に1度以上
の開催を実現させており、構成委員
からの提案で、今後は毎回の議題の
中に、福祉に関するテーマの講座時
間を設け、資料を事業所が準備して
講義するような運営を計画してい
る。

事業所の理念は玄関に貼り出し、誰
もが見れるようになっている。

・事業所独自の理念、「普通の家の
楽しい家庭生活を地域の人と職員と
一緒になって実現…」を8年前の開所
時に職員全員で作成し、職員はこの
理念をサービス提供の中で常に意識
しながらケアを行っている。

夏のバーベキュー会と冬のクリスマ
ス会には町内会長、副会長に声を掛
け招待している。地域の夏祭りには
お神輿の休憩所として園の駐車場を
開放している。

・利用者は、近隣の方から新鮮な野
菜の差し入れを頂き、また小学校や
幼稚園から定期的な訪問を受けたり
小学校行事に招待され、さらに地域
の行事に参加したり町内会館を拝借
する等、様々な交流を通して地域の
一員として暮らしている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

玄関は夜まで施錠せず、開放してい
る。直接、身体拘束も行っていな
い。内部研修で身体拘束については
年2回行っている。

・玄関は日中8時から20時まで開錠
し、不審者侵入対策として夜間のみ
玄関施錠を行っている。
・夜間、ベッドより転落危険のある
利用者については、寝返り検知セン
サーによるやさしいメロディ通報な
ど、工夫にて対応している。

面会時に事務所カウンターで面会簿
を書くようにしているため、確実に
家族との会話が生まれるようになっ
ている。その何気ない会話から貴重
な意見をもらえことがあり、どのよ
うに反映できるかを検討している。

・家族の訪問の際、必ず事務所に声
掛けして貰らうシステムを取り入れ
てから、家族との会話の時間が増
え、意見要望が得られやすい状況に
なった。また、行事参加の家族から
も意見を聞くようにし、ケアに活か
している。

成年後見制度を受けている方が実際
にいる。定期訪問では立会いもさせ
てもらっている。事業部での内部研
修にも組み込む予定でいる。

契約時には補足をしながらゆっくり
説明し、専門用語は噛み砕いてい
る。数ページの説明ごとに質問を促
すようにしている。

内部研修で虐待に関する研修を行
い、広く知識が持てるように努めて
いる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

管理者や介護支援専門員は新しく入
居される方への聴き取りを行い、可
能な限りの環境を整えた状態で入居
をしていただいている。

同グループでの職員、入居者の行き
来を行い交流を図っている。また、
管理者は月に1回会議を開くことで事
例検討や、事故報告検討を行い、各
施設のサービスの質の向上に努めて
いる。

人材不足時等、職員皆で協力し乗り
越えてきた。開所当時からの職員も
まだ多く在職中である。管理者は働
きやすい環境を整備できるよう努め
ている。

事業部に必要な研修を管理者には行
かせるようにしている。各種マニュ
アルを整備し、年間内部研修を行い
教育に努めている。

ユニット会議、運営推進会議で意見
があれば聞ける機会がある。実現に
向けて取り組んでいる。

・管理者は毎朝のミーティングなど
で職員意見を把握している。
・職員の自主性を尊重して、出され
た提案や意見は職員と検討し、でき
ることから業務に取り入れて、改善
に取り組んでいる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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己
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

在宅時に行きつけだった美容院の利
用を送迎により継続していただいて
いる。今後も可能な限り継続してい
く。

・利用者の電話の利用や取り次ぎ、
手紙を書く、投函するなどは職員が
支援している。
・家族から了解を得た友人の来訪が
あり、居室へお茶を出すなど、ゆっ
たりと過ごしてもらえるようにして
いる。

介護施設に入っているのではなく、
入居者の家に自分たちが手伝いに来
ているという意識で業務を行うこと
で一方的な関係にならないように努
めている。

年間行事の中でもクリスマスと納涼
祭は家族を招待し盛大に執り行って
いる。職員と家族だけではなく、家
族と家族、入居者と入居者とがコ
ミュニケーションを図れるようにし
ている。

管理者や介護支援専門員は新しく入
居される方への聴き取りを行い、可
能な限りの環境を整えられるように
努めている。入居間もなくは、こま
めに連絡をし、様子を報告してい
る。

事前の面接で十分に情報を提供して
いただき、管理者及び介護支援専門
員は、対応が必要な事項をその場で
家族に問うようにしている。「この
件に関し、このように対応・・・」
といった具合で話しをしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

基本的な日課がある中で、ケアプラ
ンに沿った様子観察を行い、介護記
録に残すことで情報の把握に努めて
いる。

入居書類で経歴や、趣味、嗜好を聞
き取る欄がある。入居前にはユニッ
トに配布し、それぞれが把握できる
ようにしている。又、本人及び家族
の意向は面接時に伺い、方向性を伝
えている。

・利用者の思い、意向は利用開始時
の提出書類や面談による把握のほ
か、全職員は利用者の日々の反応、
状況、表情などを克明に観察・記録
し、利用者の言葉に表れない訴えを
把握するよう努めている。

入居書類で過去の生活歴を記載する
用紙がある。家族には可能な限り詳
細な記入をお願いしている。入居前
にはユニットに配布し、把握できる
ように努めている。

入院退居の方は面会したり、退居後
にすぐ関係を切らないように努めて
いる。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居者同士、コミュニケーションが
とりにくい場合は職員が間に入るこ
とで、関係が円滑になるように努め
ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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外
部
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

行事では近隣の店から料理を購入す
る等、地域資源を利用している。又
散歩では近所の公園へ行き、ここで
も資源を活用させてもらっている。

入居前に往診医について説明し、希
望を伺っている。ほとんどの家族が
施設往診を希望されるなか、かかり
つけ医継続される方も居る。

・事業所は内科、整形外科、歯科と
医療契約しているが、本人、家族の
希望で、家族の付き添いでかかりつ
け医に通院するケースもある。介護
の中で容態が急変したりする場合
は、契約医による処置で対処する
ケースもある。

介護記録の重要性は内部研修で行っ
ている。日々の記録は、ケアプラン
に沿ったもの、又新しい気づきも記
載していくように指導している。

ご家族が遠方であったり、都合の合
わない方へは、私物の買い物代行等
を行っている。

毎月のユニット会議では入居者9人の
変化を各担当から報告し、現状把握
に努めている。著しい変化や早急な
対応が必要な項目については、家族
との話し合いを行う機会を持ち、ケ
アプランに反映させている。

・事業所のケアプラン作成は、原案
の段階で利用者及び家族に提示し、
その上で介護に対する希望などを勘
案し、同意を得ている。カンファレ
ンスには、担当職員、管理者、ケア
マネージャーほか、全職員が参加し
ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

災害のマニュアルを定め、備蓄品、
食料品を完備した。避難訓練は定期
的に行えている。

・消防署の立ち会いで、夜間想定の
避難訓練を行っている。限られた夜
間勤務職員だけでの対応は難しく、
近隣在住職員らの一早い駆けつけ
や、外部の協力が必要であることが
実感できた。

・運営推進会議委員であった
前自治会長が地元消防団長に
就任しているなど、人脈的に
は恵まれていますので、今
後、地元消防団、自治会との
防災協定を締結などが望まれ
ます。

施設の重度化指針があり、入居時に
は家族に内容について説明してい
る。入居中での様子は毎月お便りで
報告をしているが、入院等状態変化
が著しい場合は、家族との話し合い
の機会を持つようにしている。

・重度化した場合は病院に入院して
もらう方針であることを、入居時家
族に説明して了解を得ている。
・今後は、医療と連携してのターミ
ナルケアまでを実施の予定で、利用
者の訪問看護契約に加え、職員の研
修を検討している。

・時代が要求するターミナル
ケアについての職員研修など
を行い、終末期に対応できる
範囲等の検討が望まれます。

行っているが、全ての職員が急変時
の即座の対応については出来ていな
い。その際の連絡手順をまとめ、各
ユニットに配布し、把握させてい
る。

毎週定期日に訪問看護が入るように
なっている。職員はその週にあった
ことを細かく、看護師に伝え、指示
や助言が受けられるようになってい
る。その情報は往診の際に職員から
医師に伝え、情報が共有できるよう
にしている。

入院をした入居者には2週間後を目安
に医師との面談を申し込むようにし
ている。可能であれば家族と同席し
今後の方針について話を進めていく
ようにしている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

配膳や下膳は見守りの中、可能な限
り、自立していただけるようにして
いる。危ないからと行動を制限しな
いよう心がけている。

・食材は業者委託でメニューの変更
は難しいが、食事を楽しみにしてい
ることに配慮し、調理法や味付けに
変化を付けて対応している。
・利用者は職員と一緒に食事を楽し
んでおり、食後には下膳や食器拭き
を手伝っている。

基本的な日課はあるが、希望や体調
に合わせ、休息を多めに取り入れる
等、調整している。

更衣に介助が必要な方でも、選択で
きるように声掛けで促している。誕
生日や特別な日には、女性職員によ
るメイクなども行っている。

事業部でのマニュアルを定め、入居
者と職員の関係を明確にした上で声
掛けの際の言葉使いを注意してい
る。

・職員は利用者がお客様であるとと
もに人生の先輩として尊敬の念を持
ち、事業所でまとめた「求められる
スタッフ像」10項目に沿って、利用
者の誇りやプライバシーを損ねるこ
との無いよう、節度ある対応に努め
ている。

誕生日会のケーキや遠足の外出先等
入居者の希望を伺うようにしてい
る。又更衣において介助が必要な方
であっても一方的にならず、選択で
きるように声掛けを行っている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

異性に抵抗のある方には同姓の職員
を当てる等している。全ての入居者
ではないが、入浴回数において希望
の回数楽しんでいただいている。

・入浴は週2回であるが、自立の人は
週3～4回、また夏にはシャワー浴を
毎日という希望にも応じている。
・お湯の温度や入浴時間の長さは、
好みに応じた入浴支援をしている。
入浴を好まない方には声かけを工夫
して浴室に誘導している。

毎食後、口腔ケアを促して口腔内の
汚れや臭いが生じないように努めて
いる。

排泄パターンをつけることで、入居
者それぞれを把握している。全ての
時間を通して紙製品を使うのではな
く、部分的、例えば夜間帯のみと
いった方法も行っている。

・水分・排泄チェック表で各人の排
泄パターンを掴み、時間を見計らっ
たり利用者の様子からトイレ誘導
し、排泄できるように支援してい
る。
・オムツの使用は極力避け、使用す
る場合も夜間帯のみにするなど自立
支援に力を入れている。

溜まったら下剤ではなく、整腸剤や
牛乳を飲むことで普段から便通の良
い状態を維持できるように医師に相
談したりしている。

食事量、水分量を記録して一日の摂
取量を把握している。食事は委託会
社により栄養管理がしっかりとなさ
れ、カロリー制限の方も管理栄養士
に相談することで助言を得られるよ
うになっている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

全ての入居者ではないが、現金を自
己管理とし、付き添いのもと、買い
物を支援できている。

夜眠れなくなるからと、昼間の離床
を強制せずに、個々の体力に合わせ
て適宜休息していただいている。

服薬について、職員個々が把握でき
るように、配達された薬のセッティ
ングから指導している。

年に数回の遠足では、今まで行った
ところも含め、入居者に伺ってから
行き先を決めている。全ての入居者
ではないが、個別の買い物も職員が
済ませるのではなく、本人も連れて
行くこともある。

・天気が良ければ毎日午前、近くの
公園へ散歩に出かけている。車いす
の利用者も一緒で、季節や天候によ
りコースや距離を変え、自然を楽し
み気分転換を図っている。
・外食を兼ねた季節ごとのドライブ
は大きな楽しみになっている。

食器拭きや片づけ、自室の紙モップ
がけ等、できる範囲で行っていただ
き、日課となって居る方も居る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

希望があれば事務所の電話を使って
いただいている。

リビング、和室には大きな窓があ
り、日光が入る構造となっている。
テーブル配置を工夫し皆さんからテ
レビが観れるようにしている。廊下
には年間行事の写真を掲示し季節を
感じていただけるようにカレンダー
は手作りのものを貼っている。

・共有スペースとしてのリビングに
和室があり、落ち着きある照明、色
調で、会話やテレビを楽しめるくつ
ろぎの空間となっている。
・廊下の壁面には誕生会、節分、遠
足など行事の写真や趣味の作品を飾
り、季節感と生活感を出している。

居室には一部持ち物を制限（火気、
危険物)しているが、環境変化のダ
メージを説明し、家具等は基本的に
使い慣れたものを配置していただい
ている。

・クローゼットとエアコン付きの居
室に、馴染みの家具や思い出の品を
持ち込んでもらい、照明器具とカー
テンも各人の好みで設置している。
・壁に家族の写真や自分の作品など
を飾り、居心地良く安心して暮らせ
るよう工夫をしている。

バリアフリーや手すりを随所に取り
入れ、危険のない構造となってい
る。居室には名札をつけることで、
自室が分かるようにしている。

大き目のソファーを配置し、気の合
う方と座り、テレビを観たり、話が
できるような環境が出来ている。



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム　金沢けやき園

かえで

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

事業所の理念は玄関に貼り出し、誰
もが見れるようになっている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

夏のバーベキュー会と冬のクリスマ
ス会には町内会長、副会長に声を掛
け招待している。地域の夏祭りには
お神輿の休憩所として園の駐車場を
開放している。

釜利谷地域ケアプラザ主催のケアマ
ネジャー研修で新任ケアマネジャー
見学会の依頼にお応えした。

今年度も規定の6回の運営推進会議を
開催できている。行事企画で意見を
頂戴し、実践に至っている。

運営推進会議の後は、市町村に書類
を提出し、事業所の運営状況や取り
組みを市町村に伝えている。又、年
に数回認知症実践者研修の受講生を
受け入れている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

内部研修で虐待に関する研修を行
い、広く知識が持てるように努めて
いる。

面会時に事務所カウンターで面会簿
を書くようにしているため、確実に
家族との会話が生まれるようになっ
ている。その何気ない会話から貴重
な意見をもらえことがあり、どのよ
うに反映できるかを検討している。

契約時には補足をしながらゆっくり
説明し、専門用語は噛み砕いてい
る。数ページの説明ごとに質問を促
すようにしている。

身体拘束に関しての内部研修やアン
ケートを実施したりしているので、
禁止行為については把握している。
入居者の状況等で、玄関施錠を行う
場合がある。

成年後見制度を受けている方が実際
にいる。定期訪問では立会いもさせ
てもらっている。事業部での内部研
修にも組み込む予定でいる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

事業部に必要な研修を管理者には行
かせるようにしている。各種マニュ
アルを整備し、年間内部研修を行い
教育に努めている。

ユニット会議、運営推進会議で意見
があれば聞ける機会がある。実現に
向けて取り組んでいる。

同グループでの職員、入居者の行き
来を行い交流を図っている。また、
管理者は月に1回会議を開くことで事
例検討や、事故報告検討を行い、各
施設のサービスの質の向上に努めて
いる。

人材不足時等、職員皆で協力し乗り
越えてきた。開所当時からの職員も
まだ多く在職中である。管理者は働
きやすい環境を整備できるよう努め
ている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

管理者や介護支援専門員は新しく入
居される方への聴き取りを行い、可
能な限りの環境を整えた状態で入居
をしていただいている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

管理者や介護支援専門員は新しく入
居される方への聴き取りを行い、可
能な限りの環境を整えられるように
努めている。入居間もなくは、こま
めに連絡をし、様子を報告してい
る。

事前の面接で十分に情報を提供して
いただき、管理者及び介護支援専門
員は、対応が必要な事項をその場で
家族に問うようにしている。「この
件に関し、このように対応してい
く」といった具合で話しをしてい
る。

一緒に食事や買い物、季節感を味わ
える遠足など、共に生活することで
安心して話ができる関係が築けてい
る。

職員は毎月手、家族にお便りを書い
て近況を報告している。面会や、行
司でも口頭報告で情報を共有できる
よう関係ができ、今後も維持してい
けるように努める。

在宅時に行きつけだった美容院の利
用を送迎により継続していただいて
いる。今後も可能な限り継続してい
く。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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部
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

孤立することが無いように、座席の
配置を工夫し、食事やお茶の時間に
は職員が間に入ることで入居者同士
の関係が維持できるように努めてい
る。

入院退居の方は面会したり、退居後
にすぐ関係を切らないように努めて
いる。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居書類で経歴や、趣味、嗜好を聞
き取る欄がある。入居前にはユニッ
トに配布し、それぞれが把握できる
ようにしている。又、本人及び家族
の意向は面接時に伺い、方向性を伝
えている。

日々の会話や行動、また入居書類等
での把握により、今までの生活環境
に添えるように努めている。

本人の意向を踏まえ、無理強いをし
ない一日を過ごしていただけるよう
に努めている。定時のバイタル確認
や体重測定で身体状況も把握できる
ようにしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

毎月のユニット会議では入居者9人の
変化を各担当から報告し、現状把握
に努めている。著しい変化や早急な
対応が必要な項目については、家族
との話し合いを行う機会を持ち、ケ
アプランに反映させている。

介護記録の記載、引継ぎで情報を共
有し、毎月のユニット会議で、担当
より各入居者についての報告を聞き
ケアプランに活かしている。

ご家族が遠方であったり、都合の合
わない方へは、私物の買い物代行等
を行っている。

行事では近隣の店から料理を購入す
る等、地域資源を利用している。又
散歩では近所の公園へ行き、ここで
も資源を活用させてもらっている。

内科、整形外科、歯科の往診がある
が、本人や家族の希望により、かか
りつけ医の受診を継続していただい
ている。入居時に選択をしていただ
いている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

訪問看護との医療連携を結んでお
り、毎週の訪問を受けている。訪問
時には一週間の情報を報告してい
る。又24時間連絡体制があり、緊急
時の指示を受けることができる。

入院時には生活状況や経過について
の情報提供を行い、又往診時には入
院中のようすがきけるようになって
いる。2週間を目安に医師と家族で面
談の機会を持ち、早期の退院が出来
るように努めている。

施設の重度化指針があり、入居時に
は家族に内容について説明してい
る。入居中での様子は毎月お便りで
報告をしているが、入院等状態変化
が著しい場合は、家族との話し合い
の機会を持つようにしている。

急変時のマニュアルを整備してあ
り、応急的な手当てが出来る。また
年間定期訓練にて、救急隊からの講
習も受けている。

災害のマニュアルを定め、備蓄品、
食料品を完備した。避難訓練は定期
的に行えている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者を人生の先輩と捕らえ、態度
や言葉は気をつけて接するように
し、又指導している。

傾聴を心がけ、努めている。可能な
限りの自己決定をそれぞれの場面で
できるように声掛けを行っている。

生活のリズムを大切にし、入浴、散
歩、レクリエーションの希望を聞
き、取り入れている。

本人の好みを把握し、季節に合った
服装が出来るように、アドバイスを
している。

食事の準備や片付けは見守りの中、
可能な限り行っていただいている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

食事量や水分量をチェックし記録に
残している。状況に合わせた形態で
の食事を提供できている。

声掛けをしていただきながら毎食後
に口腔ケアを行っている。介助が必
要な方には義歯を洗浄する等、手伝
いをし、清潔の保持に努めている。

排泄チェックを行うことでパターン
の把握に努めている。定時誘導では
なく、パターンや希望に添った随時
誘導を行っている。

チェック表にて便秘を把握し、乳製
品等で自然排便が出来るように努め
ている。医師に相談し、下剤の処方
を受けている人もいる。

入浴の基本的な順番は決まっている
が、気分や体調にあわせ前後するこ
とで希望に添った入浴が出来てい
る。又入浴を好まない方にも、家族
と相談して声の掛け方の助言をいた
だき、実践している。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

天気の良い日には天日干しを行い、
リネン類も洗濯して気持ちよく眠っ
ていただけるようにしている。又夜
寝れなくなるからと、無理に起こさ
ずに適宜、休んでいただいている。

それぞれが服用している薬を把握し
ている。又臨時薬や処方が変更され
た時には申し送りノートに記載、口
頭にて間違いがないように徹底して
いる。

一日の生活に楽しさや喜びを感じ、
充実していただけるように、食事の
片付けや花の水やりといった日課、
役割を持ていただけるよう、カン
ファレンスを行ったり、本人と話し
たりしている。

能力に応じて所持していただいてい
る。又買い物の付き添いを行い、支
払いをしていただいたりしている。

年間を通じ定期的に遠足を取り入れ
ている。又散歩を毎日行い近所の公
園まで出掛けている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

希望があれば事務所の電話をご利用
いただけている。また、手紙の投函
やその代行も行っている。

共有空間は常に清潔を心がけ、リビ
ングは毎食後モップがけをしてい
る。又手作りカレンダーや、季節行
事の写真を掲示することで彩ってい
る。

バリアフリーや手すりを随所に取り
入れ、危険のない構造となってい
る。居室には名札をつけることで、
自室が分かるようにしている。

リビングにはそれぞれの席を決めて
いるが、使用していない時等はそれ
にこだわる事無く座っていただいて
いる。又和室にはソファーもあり気
分に合わせ、それぞれの時間も大切
にしていただいている。

居室には一部持ち物を制限（火気、
危険物)しているが、環境変化のダ
メージを説明し、家具等は基本的に
使い慣れたものを配置していただい
ている。



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

グループホーム　金沢けやき園

つばき

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議の後は、市町村に書類
を提出し、事業所の運営状況や取り
組みを市町村に伝えている。又、年
に数回認知症実践者研修の受講生を
受け入れている。

釜利谷地域ケアプラザ主催のケアマ
ネジャー研修で新任ケアマネジャー
見学会の依頼にお応えした。

今年度も規定の6回の運営推進会議を
開催できている。行事企画で意見を
頂戴し、実践に至っている。

事業所の理念は玄関に貼り出し、誰
もが見れるようになっている。

夏のバーベキュー会と冬のクリスマ
ス会には町内会長、副会長に声を掛
け招待している。地域の夏祭りには
お神輿の休憩所として園の駐車場を
開放している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

玄関は夜まで施錠せず、開放してい
る。直接、身体拘束も行っていな
い。内部研修で身体拘束については
年2回行い、車椅子の使用時やベッド
柵の設置の仕方にも職員たちは気を
配っている。

面会時に事務所カウンターで面会簿
を書くようにしているため、確実に
家族との会話が生まれるようになっ
ている。その何気ない会話から貴重
な意見をもらえことがあり、どのよ
うに反映できるかを検討している。

成年後見制度を受けている方が実際
にいる。定期訪問では立会いもさせ
てもらっている。事業部での内部研
修にも組み込む予定でいる。

契約時には補足をしながらゆっくり
説明し、専門用語は噛み砕いてい
る。数ページの説明ごとに質問を促
すようにしている。

内部研修で虐待に関する研修を行
い、虐待にあたる行為を根絶すると
共に、虐待に関するペーパー試験を
課す等の防止策を講じている。



自己評価

実施状況 実施状況
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

管理者や介護支援専門員は新しく入
居される方への聴き取りを行い、可
能な限りの環境を整えた状態で入居
をしていただいている。

同グループでの職員、入居者の行き
来を行い交流を図っている。また、
管理者は月に1回会議を開くことで事
例検討や、事故報告検討を行い、各
施設のサービスの質の向上に努めて
いる。

人材不足時等、職員皆で協力し乗り
越えてきた。開所当時からの職員も
まだ多く在職中である。管理者は働
きやすい環境を整備できるよう努め
ている。

事業部に必要な研修を管理者には行
かせるようにしている。各種マニュ
アルを整備し、年間内部研修を行い
教育に努めている。

ユニット会議、運営推進会議で意見
があれば聞ける機会がある。実現に
向けて取り組んでいる。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

在宅時に行きつけだった美容院の利
用を送迎により継続していただいて
いる。今後も可能な限り継続してい
く。

入居者の立場に立っての介護、又感
情を共有することによって理解を深
めるよう努めているが難しい面もあ
る。

極力、入居者の様子を家族にお知ら
せするようにし、又ご家族から要望
を最大限、ケアに活かせるように、
口頭、申し送りノートにて伝達後、
ユニット会議の場で検討をしてい
る。

管理者や介護支援専門員は新しく入
居される方への聴き取りを行い、可
能な限りの環境を整えられるように
努めている。入居間もなくは、こま
めに連絡をし、様子を報告してい
る。

事前の面接で十分に情報を提供して
いただき、管理者及び介護支援専門
員は、対応が必要な事項をその場で
家族に問うようにしている。「この
件に関し、このように対応してい
く」といった具合で話しをしてい
る。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

介護記録等の徹底により、ユニット
全員で取り組み、情報の把握が出来
ている。

入居者の希望に沿った形での暮らし
方が望ましく、意向に添うように努
めてはいるが、難しい場面もある。

入居書類にて、生活歴、生活環境の
把握にユニット全員で努めている。

入院退居の方は面会したり、退居後
にすぐ関係を切らないように努めて
いる。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

レクリエーション、食事やおやつの
時間等、入居者がお互いのコミュニ
ケーションを保てる場を確保すると
共に、摩擦が起きないように努めて
いる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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己
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

行事では近隣の店から料理を購入す
る等、地域資源を利用している。又
散歩では近所の公園へ行き、ここで
も資源を活用させてもらっている。

内科、整形外科、歯科の往診がある
が、本人や家族の希望により、かか
りつけ医の受診を継続していただい
ている。入居時に選択をしていただ
いている。

介護日誌、介護記録に記録すると共
に、申し送り等で伝達し情報共有に
努めている。ヒヤリハットの提出も
増え、事故報告書は3ユニット回覧す
るようにし、ホーム全体の情報の共
有も図っている。

ご家族が遠方であったり、都合の合
わない方へは、私物の買い物代行等
を行っている。

ユニット会議を通じ、職員個々が入
居者に対する良い介護が出来るよう
に話し合っている。介護計画のモニ
タリングや1ヶ月の様子を振り返り、
確認する時間をとっている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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己
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

災害については全ての職員が危機意
識を持っていると共に、避難方法に
ついて共有意識を有している。地域
との協力体制は今後の課題の一つで
もある。

施設の重度化指針があり、入居時に
は家族に内容について説明してい
る。入居中での様子は毎月お便りで
報告をしているが、入院等状態変化
が著しい場合は、家族との話し合い
の機会を持つようにしている。

事故発生、急変時の対応については
消防署、救急車へ連絡手順は確立さ
れている。又防災訓練にて人形を
使っての訓練を実施している。

定期の往診、訪問看護の際に様子や
状態の変化を報告している。

入院時には生活状況や経過について
の情報提供を行い、又往診時には入
院中の様子がきけるようになってい
る。2週間を目安に医師と家族で面談
の機会を持ち、早期の退院が出来る
ように努めている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

能力に応じ可能な限り、食器拭きや
配膳、下膳を行って頂いている

生活のリズムを大切にし、入浴、散
歩、レクリエーションの希望を聞
き、取り入れている。

下着、上着共に清潔を第一に行って
いるが、外出時には希望も取り入れ
選択し、着替えていただいている。

全ての職員は入居者の人格の尊重、
プライバシー確保に対して十分な配
慮を常に業務の中で実践している。
又内部研修でも課題として取り上げ
ている。

自己決定は最大限尊重している。例
えば遠足の外出先等。難しい面もあ
るが、今後も継続していきたい。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

こちらの都合で曜日を変更してしま
うことがあったが、週に2回以上入浴
を楽しんでいただけるように調整し
ている。

口腔内の清潔保持については、毎食
後の声掛けにて入居者の皆さんに
行っていただけている。

排泄チェックを行うことでパターン
の把握に努めている。定時誘導では
なく、パターンや希望に添った随時
誘導を行うことでオムツの使用は極
力避け、トイレでの排泄が出来るよ
うに支援している。

排便についての注意は、職員個々が
しているが、水分を多く摂取するよ
う働きかけを行っている。

健康状態に応じ、食べる量について
は調整し、摂取量の記録もしてい
る。食材は委託のためカロリー管理
が出来ている。カロリー制限が必要
な方は、委託会社の管理栄養士に相
談することで助言を得られる環境が
整っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

金銭所持、使用については現在は出
来ていない。

安眠、休息については強制的な睡眠
は避け、入居者の状況に応じ、テレ
ビを観て過ごしたりしている。十分
安眠、休息が取れるように努めてい
る。

ユニット会議において、入居者の服
薬について、効用、副作用等におい
て取り上げ、職員間で認識を一致さ
せた。

外出は希望の全てを受け入れている
ということはないが、散歩は悪天候
以外は毎日行い、近所の公園に行っ
ている。

レクリエーションや作業分担を通じ
入居者の適正、生活歴を活用してい
ただいている。又気分転換になって
いる。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

電話や手紙は希望があれば出来てい
る。今後も継続していく。

共有空間は常に清潔を心がけ、リビ
ングは毎食後モップがけをしてい
る。又手作りカレンダーや、季節行
事の写真を掲示することで彩ってい
る。入居者の声を聞きながら、今後
も改善、継続していく。

入居者の趣味や以前使われていたも
のを居室内に配置する等の工夫はし
ているが、不十分な部分は入居者の
声を聞きながら、今後も改善、継続
していく。

居室内は入居者の使いやすいように
かつ、転倒等の危険が無いような物
品の配置を心がけている。

不十分な部分は、今後も居心地のよ
い空間作りを心がけ、継続してい
く。



目　標　達　成　計　画

事業所名

作成日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目     標
目標達成に
要する期間

1 35

近隣の住民が参加したかた
ちでの夜間避難訓練が未実
施である。

平成24年度は2回の地域住
民を交えて避難訓練を実施
する。協定書のようなもの
は困難かもしれないが、住
民参加訓練報告遺書をもっ
て協力体制をアピールした
い。

2ヶ月間

2 4

平成23年度の運営推進会議
は2ヶ月に1回の開催ができ
た。しかしながらその内容
には各テーマの設定はな
く、報告だけで終わってし
まう回もあった。

平成24年度は各回にテーマ
を決めて実のある内容で定
期開催を目指す。

12ヶ月間

3

4

5

注）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

金沢けやき園

Ｈ24年　3月　30日　

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

2月に行ったものは、消防署
の日程変更のため　　　蘇
生、消火訓練で終わってし
まった。6月に運営推進会議
で報告が出来るように5月に
実施する。

グループ内の他のホームの
年間計画を参考にし、けや
き園の年間計画を作成、配
布までは出来ている。
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